Moodle ハンズオンワークショップ
「CATモジュール」
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１．概要

プレースメントテストの作成と運用方法の流れは、おおよそ以下のようになります。

	プレースメントテストとtdapモジュールをインストールする

	プレースメントテストとtdapモジュールは小テストモジュールの機能を包含しており、小テストの置き換えモジュールとして機能するが、小テストモジュールと並存することができる

	↓

	tdap小テストの問題を作成する

	tdap小テストの問題の作成方法は、小テストモジュールと全く同様である

	↓

	tdap小テストを作成する

	tdap小テストの作成方法は、小テストモジュールと全く同様である

	↓

	tdap小テストを実施する

	特性パラメータの信頼度を確保するためには、受験者が80人を超えるまで受験させる必要がある

	↓

	tdap小テストを構成する問題の特性パラメータを推定する

	問題の特性パラメータは、項目困難度、弁別力、実効選択肢数の３つのパラメータを推定し、データベースに保存するが、項目困難度のみ項目応答理論に基づいて推定している。問題毎にデータベースに保存することができる

	↓

	プレースメントテストのテストセクションを作成する

	tdapで推定した特性パラメータを参照しながらテストセクションに使用するtdap小テストの問題を選択し、tdap小テストを組立て、非表示設定することでプレースメントテストのテストセクションを作成する

	↓

	プレースメントテストのテストセクションを設定する

	テストセクション毎にレベル数、レベル判定の合格ライン、合格時の移動レベル数、不合格時の移動レベル数、開始レベルなどを設定することでアダプティブな出題の条件を決定する

	↓

	プレースメントテストを実施する

	学生にプレースメントテストを受験させ、その結果をプレースメントテスト終了時に画面表示する

	↓

	プレースメントテスト結果をダウンロードする

	プレースメントテストの結果はログとして記録され、ダウンロードすることができる


図.プレースメントテスト運用の流れ

２．モジュールのインストール方法

２－１．プレスメントテストモジュール

(1)  プレースメントテスト モジュールを入手する

プレースメントテスト モジュールは下記URLからダウンロードすることができます。

http://www.e-learning-service.co.jp/ 

http://210.167.118.120/ 

placement.zip またはplacement.exeファイルを自分のパソコンにダウンロードして下さい。

(2) ファイルを解凍する

placement.zip またはplacement.exeファイルを解凍し、moodleインストールフォルダに配置します。ここで配置するフォルダは「modフォルダ」と「langフォルダ」で、上書きコピーします。

　placement.zip またはplacement.exeファイルを解凍するとplacementフォルダが右の図のような構成で展開されます。赤丸でマークされたフォルダを上書きコピーして配置します。
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図．フォルダ構成

(3) placementモジュールをインストールする
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ブラウザでmoodle にアクセスし、管理者権限でログインします。

管理者権限でログインすると右の図に示す

[管理ブロック]が表示されるので[管理]の項目をクリックします。

すると、modフォルダの中の新しいモジュールであるplacementフォルダを検知し、自動的にモジュールをインストールを開始します。

この時点で本モジュールに必要な情報管理用のテーブルがデータベースへ作成されます。下の図のような完了確認画面が表示されますので「続ける」をクリックして完了します。
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図．管理ブロック
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

図.テーブル作成完了画面

(4) プレースメントテストを「活動モジュール」として登録する

　これまでの手順によりmoodle でプレースメントモジュールを動作させるための環境[image: image10.png]O54v& 21— &1 @57
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ができました。実際に本モジュールを利用するには「活動モジュール」として追加する必要があります。moodle のトップ画面右上より右の図にある「編集モード ON」ボタンを押します。すると下の図のような編集用のアイコンやリソース／活動の追加といったプルダウンメニューが表示されます。「活動の追加」から「プレースメントテスト」を選択します。

　　　　　　　　　　　　　　図．編集ボタン
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図．活動の追加
　

次に、下の図に示す「プレースメントテスト編集」画面より活動モジュールとして登録されるプレースメントテストの名称を入力し「変更を保存」ボタンを押します。するとプレースメントテストの条件設定の画面が表示されますが、ここでは何もせずに「完了」ボタンを押し完了して下さい。設定に関しての説明は別の章行います。
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　　　　　　　　　　　　　　図．活動としての登録名を設定

２－２．tdapモジュールのインストール

　tdapモジュールのインストール方法については、基本的にプレースメントテストモジュールのインストールと手順は同じです。

(1)　tdapモジュールを入手する

tdapモジュールは下記URLからダウンロードすることができます。tdap.zipまたはtdap.exeファイルを自分のパソコンにダウンロードして下さい。
http://www.e-learning-service.co.jp/ 

http://210.167.118.120/
(2) ファイルを解凍する

tdap.zipまたはtdap.exeファイルを解凍し、moodleインストールフォルダにコピーします。ここでコピーするフォルダは「modフォルダ」と「langフォルダ」で、上書きします。

tdap.zip またはtdap.exeファイルを解凍するとtdapフォルダが右の図のような構成で展開されます。赤丸でマークされたフォルダを上書きコピーします。
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　　図．フォルダ構成
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(3) tdapモジュールをインストールする

ブラウザでmoodle をアクセスし、管理者権限でログインします。

ログインすると右の図に示す[管理ブロック]が表示されるので[管理]の項目を実行します。

するとmodフォルダ以下に配置したmodフォルダを検知し自動的にモジュールをインストールします。

この時点で本モジュールに必要な情報管理用のテーブルがデータベースへ作成されます。下の図のような完了確認画面が表示されますので「続ける」をクリックして完了します。

図．管理ブロック
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図.テーブル作成完了画面

　(4) tdapモジュールを「活動モジュール」として登録する
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　これまでの手順によりmoodle でtdapモジュールを動作させるための環境ができました。実際に本モジュールを利用するには「活動モジュール」として追加する必要があります。moodle のトップ画面右上より右の図にある「編集モード ON」ボタンを押します。

すると下の図のような編集用のアイコンやリソース／活動の追加といったプルダウンメニューが表示されるので「活動の追加」から「TDAP小テスト」を選択します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図．編集ボタン
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図．活動の追加

　　　　　　　　　　　　　　　　

　

次に、下の図に示す「編集」画面より活動モジュールの設定画面が表示されます。ここでは必要最低限の項目である[名称]と[最大評点]を設定します（設定内容については[image: image1.png]


アイコンをクリックしヘルプを参照）。設定が終わったら[続ける]ボタンをクリックして下さい。すると問題を作成するため画面が表示されますが問題の作成については以降の章で説明します。
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図．活動モジュールの設定
３．TDAP小テスト問題の作成

　TDAP小テストの問題の作成は、前章で行った「活動の追加」から行います。「活動の追加」から「TDAP小テスト」を選択します。すると前章で示した「活動モジュールの設定」画面が表示されるので「名称：」のみ入力し [ 次へ ] ボタンを押します。すると次の設定画面が表示されます。ここで問題を作成しTDAP小テストを作り上げます。
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　　　　　　　　　　　　　　図．TDAP小テストの編集

(1) カテゴリの編集

下記図のカテゴリの入力欄に問題を分類分けして入れるための新しいカテゴリ名を入力し画面下の方にある [ 変更を保存 ] ボタンを押します。これで新しいカテゴリが追加されました。[ TDAP 小テストの編集に戻る ] ボタンを押して前の画面に戻ります。
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(2) カテゴリへ問題を追加

新しく追加したカテゴリへ問題を作成します。問題の作成リストから「多肢選択問題」を選びます。
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次に「問題名」を入力します。次の図のように問題名に“問題番号”と“レベル番号”を連番で付けると管理しやすいでしょう。最終的には、小テストを実施した結果を分析して、どのレベルの判定に使うか特性パラメータを参照して決定しますので、レベル番号は暫定的なものです。
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図．問題名の入力画面（切り抜き）
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　さらに画面の下の方に「多肢選択問題」の内容を設定します。　

図．選択肢とフィードバック入力画面（部分）

４．TDAPの分析機能によるテスト問題の特性パラメータ推定

　TDAPの分析結果を表示するためには、実際にテストを受験しTDAPの分析機能を利用して特性パラメータ推定し、その推定データをアイテムバンクに登録をしなければなりません。

(1) 3パラメータ表示場所の確認
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まず、分析結果が表示される場所を確認します。「TDAP小テストの編集」画面へ移動してください。アイテムバンクに登録していないので３パラメータの欄には何も表示されません。

図．分析結果表示画面

　

(2)受験データのインポート

データを分析するためには、80人を超える受験結果が必要です。ここでは、１０名分のサンプルデータをインポートして、機能だけを見てみましょう。

サンプルデータは下記URLからダウンロードすることができます。

[image: image33.png]


http://www.e-learning-service.co.jp/ 

　サイト画面へ戻り、「管理ブロック」にある「サイトファイル」をクリックします。すると下の図「サイトファイル画面」が表示されますので「ファイルのアップロード」ボタンをクリックします。

図．管理ブロック
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　　　　　　　　　　　　　　図．サイトファイル画面
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図．アップロード画面

アップロード画面から「参照」ボタンをクリックし先ほどダウンロードしたファイルLET_ItemBank_Sample.zipを選択します。そして「ファイルをアップロードする」ボタンをクリックするとアップロードが完了します（下の図）。ファイル名の右側にある「リストア」をクリックします。後は対話形式でリストアを完了させて下さい。

注）「操作」のリンク先が隣接しているので、「リスト」と間違えないよう注意して下さい。
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図．アップロード完了画面

　新しいコースが作成され、「TDAPテスト-サンプル」というテストがリストアされていることを確認して下さい。次に今リストアした「TDAPテスト-サンプル｣をクリックします。
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図．新規コーストップ画面

　(3)TDAP分析してアイテムバンクに特性パラメータを登録する
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　　下の図の右上にある「終了した１１件の小テストを表示（１０ユーザ）」をクリックします。

[image: image39.png]O Clackupoata 2K8 V05,0008 UF-h

[RRLEEDE. (s ) (Z=morsmaF ]





図．TDAPテスト-サンプルの画面

　次にデータを画面右側にある「TDAP分析」をクリックします。次ページにTDAP分析画面を示します。
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図．終了したテストの結果を表示
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図．TDAP分析画面

　●「ITEM ANAYSIS」、「RELIABILITY ANALYSIS」、「PROX ANAYLYSIS」それぞれのボタンをクリックするとその分析結果を表示します。

　●「AＢＣ形式でダウンロード」をクリックするとAＢＣ形式でテストの結果をダウンロードします。

　●「アイテムバンク表示／登録」ボタンをクリックすると特性パラメータをmoodleのアイテムバンクに登録する画面へ移動します。

　「アイテムバンク表示/登録」ボタンをクリックし、分析した特性パラメータを表示します。

　特性パラメータをアイテムバンクに登録するには「アイテムバンク登録」ボタンをクリックします。

　これで、アイテムバンクの登録は完了です。「TDAP小テストの編集」画面に戻ります。

　先ほどは「-」だったところに値が入っているので、この値を参照しながら、TDAP小テストに問題を追加します。作成したTDAP小テストを保存して、コースのトップ画面に戻ります。
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プレースメントテストモジュールにTDAP小テストをテストセクションとして認識させるため、非表示設定にします（編集アイコンの目玉を閉じた状態にします：下の図の赤丸部分）。

図．「編集モードON」時のコース画面



５．プレースメントテストの設定

　プレースメントテストの設定は、次の図のように「テスト実施条件設定」と「ラベル編集」を行います。


図．設定メニュー画面

５－１．テスト実施条件の設定

　「テストの実施条件」の設定画面は次のようになっており、「パラメータ」と問題毎の回答に許される「時間制限」を設定します。

図．テスト実施条件設定画面

　上の図にそれぞれの設定項目について説明します。

	■
	パラメータ項目
	

	・
	レベル数
	レベル数は、プレースメントテストで当該テストセクションのスキルについていくつのレベルに分割して判定するかを指定します。Tレベルの低いものから問題１～問題Nと並べます。

	・
	レベル当りの問題数

（表示のみ：自動算出）
	レベル当りの問題数は、テストセクションの問題総数をレベル数で割った値になります。上の図では、3（レベル当りの問題数）＝15（問題数）÷ 5（レベル数）になります。

	・
	レベル合格ライン
	レベル合格ラインは、各レベルの合格基準で、何問正解すると合格と判定するか指定します。上の図では３問中(レベル当りの問題数)で２問正解（レベル合格ライン）するとレベル合格と判定します。少なくとも60%以上にしましょう。

	・
	合格時の移動レベル数
	移動レベル数は、あるレベルで合格判定した場合に上のレベル移動するレベル数です。例えば上の図では移動レベル２の設定となっており、レベル３で合格判定した場合、現在のレベルから２レベル上のレベル５へ移動して、出題します。

	・
	不合格時の移動レベル数
	移動レベル数は、あるレベルで不合格判定した場合に下のレベルに移動するレベル数です。例えば上の図では移動レベル１の設定となっており、レベル２で不合格判定した場合、現在のレベルから１レベル下のレベルへ移動して、出題します。

	・
	開始レベル
	テストセクション開始時のレベルを設定します。上の図ではレベル３からテストを開始する設定となっています。

	■
	時間制限
	

	・
	問題毎の制限時間
	問題毎の回答制限時間を指定します。問題を解いている最中に制限時間をオーバーすると誤答とし、次の問題に進みます。次の図に示す時間制限ウィンドウがテスト受験画面の上に表示されます。
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図．時間制限を表示するウィンドウ

	・
	制限時間表示ボックスの位置
	制限時間表示ボックスの位置は、ブラウザ表示枠内の上からの表示ボックス上辺までの縦位置の距離をピクセル単位で設定します。作成する問題によっては制限時間表示ウィンドウが邪魔になる場合あり、この値を変更することで表示位置を変更します。

	・
	制限時間表示ボックスの幅
	制限時間表示ボックスの横幅を指定する。通常デフォルト値のままで問題ありません。コンピュータのフォント設定の問題により制限時間をウィンドウ内に表示しきれない場合この値を指定します。


５－２．ラベル編集

設定メニューから 「ラベル編集」の[image: image5.png]


編集アイコンをクリックすると次の画面が表示されます。それぞれのテスト開始前に表示される画面に表示するラベルを編集します。テストの説明や注意事項を入力します。


図．ラベル編集画面

次の図は実際の表示例です。学生として登録されたアカウントでログインしプレースメントテストを登録したコースに移動します。[image: image6.png]


アイコンで表示されたプレースメントテスト名をクリックするとテスト開始画面にラベルが表示されます。

図．テスト開始画面
６．プレースメントテストの実施

　1) 学生としてログインしてください。（教師では受験できません）

　※事前にプレースメントテストを登録したコースに学生を登録しておく必要があります。

2) プレースメントテストを登録したコースに入りアイコンで表示されるテストをクリックします。


図．コースのトップ画面

3) テスト開始画面が表示されます。教師アカウントで編集したラベルがここで表示されます。[テスト開始]ボタンをクリックしてテストに入ります。


図．テスト開始画面

4) 問題が1問ずつ表示されるので回答し、[答えを保存]ボタンを押します。テストが終了するまで回答を繰り返します。

※ 時間制限を超えた場合は自動的に次の問題へと移ります。


図．テスト画面

5) テストが全て終了すると次の終了画面が表示されます。表示される情報には「テスト毎のレベル判定」と「総合判定」が表示されます。[終了ボタン]をクリックするとテストからコースのトップ画面へ戻ります。

図．テスト終了画面

７．プレースメントテスト実施結果の表示とダウンロード

　プレースメントテストの結果はコースの「管理」の「ログ」で表示することができます。

判定結果をmoodleログ表示機能のフィルターを用いながらテスト結果を表示します。

　moodle に管理者としてログインし、右の図の[管理ブロック]より[ログ]をクリックします。すると下の図のようなログ表示画面が表示されます。

　この画面にてテスト結果を表示したい学生のログを抽出するため[全ての参加者]より学生の登録アカウント名を指定します（この例では student01）。そして [ログを表示]ボタン をクリックします。すると下の図 「ログ出力結果」に示す赤枠（四角）のようにテストを受けた時間とレベル判定結果が出力されます。出力データの左側にテストの[開始]から[終了]までのステップで情報が出力されます。

図．ログ表示画面

図．ログの出力結果




問題文が入ります
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